
 

 

２１世紀を拓く課題研修実施要綱  

 

（目的）  

第１条 本市の児童・生徒の学習状況等から明らかになった課題について解明するととも

に、特色ある教育を推進することを目的とした課題研修を行うために、それぞれの分野

において成果を上げている他都道府県等の教育機関又は学校へ教員を派遣し、その地で

の研修で得た成果をもって、各種研修会等での講師はもとより、本市学校教育の充実・

推進のための実践者を育成することをねらいとして、２１世紀を拓く課題研修事業を実

施する。 

（選考） 

第２条 千葉市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、原則として、次の条件を

全て満たす教員の中から、２１世紀を拓く課題研修事業の研修生（以下「研修生」とい

う。）を選考する。 

（１）教職経験１１年以上２７年未満の者 

（２）千葉市現場研究員修了者又は千葉市教育センターの発表会等で研究成果を発表する

などの実績をあげている者 

（研修期間） 

第３条 ２１世紀を拓く課題研修(以下「研修」という。)の期間は、研修生として選考さ

れた日から当該年度の３月３１日までとする。ただし、研修における派遣期間は、原則

５日間とし、派遣先の実情に応じて期日を決定する。 

（研修課題） 

第４条 研修は、千葉市学校教育の課題及び新たな教育の展開を視野に入れた課題の中か

ら、教育委員会が課題を設定して行うものとする。 

（計画書及び報告書の提出） 

第５条 研修生は、研修に当たり教育委員会に対して、あらかじめ研修計画書を提出し、

研修終了後は研修報告書を提出する。また、研修報告会や教育課程研究協議会等の研修

会で派遣先での研修成果による提言を行うこと、及びマイスター教職員として、若年層

教員等の指導力向上を図るものとする。 

（補則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、研修の実施に関し必要な事項は、教育委員会が別 

に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２５年７月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３０年５月２２日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年６月１５日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 


